
モノづくり日本会議

飛
行
ワ
ザ
競
う第８回全日本学生室内飛行ロボットコンテスト

東大院航空宇宙専攻チーム初優勝

　
学
生
が
自
作
し
た
飛
行
ロ
ボ

ッ
ト
の
性
能
や
操
縦
の
腕
前
を

競
う
「
第
８
回
全
日
本
学
生
室

内
飛
行
ロ
ボ
ッ
ト
コ
ン
テ
ス

ト
」

モ
ノ
づ
く
り
日
本
会
議

な
ど
協
賛

が

月

、

の

両
日
、
名
古
屋
市
港
区
の
ポ
ー

ト
メ
ッ
セ
な
ご
や
で
開
か
れ

た
。
今
年
は
全
国
か
ら
過
去
最

多
と
な
る

チ
ー
ム
が
出
場
。

熱
戦
の
末
、
東
京
大
学
大
学
院

工
学
系
研
究
科
航
空
宇
宙
工
学

専
攻
チ
ー
ム
が
初
優
勝

愛
知

県
知
事
賞

に
輝
い
た
。
ま
た

モ
ノ
づ
く
り
日
本
会
議
賞

総

合
７
位

に
北
九
州
工
業
高
等

専
門
学
校
機
械
工
学
科
チ
ー
ム

が
選
ば
れ
た
。

■

□
　
同
コ
ン
テ
ス
ト
は
次
世
代
の

航
空
産
業
を
担
う
人
材
を
育
て

よ
う
と
日
本
航
空
宇
宙
学
会
が

２
０
０
６
年
か
ら
毎
年
開
催
し

て
い
る
。
学
生
チ
ー
ム
は
ほ
ぼ

１
年
か
け
て
製
作
し
た
機
体
を

大
会
ル
ー
ル
に
沿
っ
て
飛
行
さ

せ
、
高
得
点
を
競
う
。
予
選
・

決
勝
と
２
回
の
飛
行
の
う
ち
高

い
得
点
を
採
用
し
て
順
位
を
決

め
る
ほ
か
「
ユ
ニ
ー
ク
デ
ザ
イ

ン
賞
」
や
「
ベ
ス
ト
パ
イ
ロ
ッ

ト
賞
」
な
ど
の
特
別
賞
も
あ

る
。

　
競
技
は
ま
ず
、
規
定
エ
リ
ア

内
か
ら
離
陸
し
、
救
援
物
資
に

見
立
て
た
お
手
玉
を
３
―
５

個
、
指
定
の
エ
リ
ア
内
に
投
下

す
る
「
メ
ー
ン
・
ミ
ッ
シ
ョ

ン
」
か
ら
始
ま
る
。
お
手
玉
の

落
下
地
点
が
エ
リ
ア
の
中
心
か

ら
近
い
ほ
ど
高
得
点
と
な
る
。

　
メ
ー
ン
・
ミ
ッ
シ
ョ
ン
を
達

成
し
た
機
体
は
、
最
大
五
つ
の

追
加
ミ
ッ
シ
ョ
ン
を
成
功
さ
せ

る
こ
と
で
得
点
を
上
積
み
で
き

る
。
操
縦
者
が
両
手
を
上
に
あ

げ
た
状
態
で
３
秒
以
上
飛
行
す

る
手
放
し
飛
行
や
、
プ
ロ
ペ

ラ
を
停
止
し
て

秒
以
上
滑
空

す
る
無
動
力
滑
空
な
ど
だ
。

　
な
か
で
も
最
も
難
度
が
高
い

の
は
、
今
回
新
設
さ
れ
た
「
自

動
制
御
」
。
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
ー

に
よ
る
自
動
航
行
装
置
の
搭
載

が
今
回
か
ら
許
可
さ
れ
、
水
平

旋
回
や
「
８
の
字
飛
行
」
を
自

動
操
縦
に
よ
っ
て
行
わ
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
。
難
し
い
分
、
得

点
も
「
手
放
し
飛
行
」
の
３
倍

程
度
と
高
い
。

　
機
体
を
無
事
に
滑
走
路
に
着

陸
さ
せ
れ
ば
ミ
ッ
シ
ョ
ン
終
了

と
な
る
。
た
だ
し
飛
行
時
間
は

３
分
以
内
に
設
定
さ
れ
て
お

り
、
超
過
の
場
合
は
１
秒
ご
と

に
減
点
さ
れ
る
。
ま
た
３
分
よ

り
早
く
帰
還
し
た
場
合
は
逆
に

１
秒
ご
と
加
点
す
る
仕
組
み
の

た
め
、
追
加
ミ
ッ
シ
ョ
ン
な
ど

の
や
め
時
も
勝
負
の
カ
ギ
を

握
る
こ
と
に
な
る
。

　
今
回
は
全

チ
ー
ム
中
、

チ
ー
ム
が
決
勝
に
進
出
し
た
。

た
だ
予
選
・
決
勝
と
も
に
、
各

ミ
ッ
シ
ョ
ン
を
全
て
ク
リ
ア

し
、
か
つ
無
事
に
帰
還
さ
せ
た

チ
ー
ム
は
少
数
だ
。
お
手
玉
を

落
と
し
た
後
に
バ
ラ
ン
ス
を
崩

し
て
壁
に
衝
突
し
た
り
、
「
無

動
力
滑
空
」
の
ミ
ッ
シ
ョ
ン
挑

戦
中
に
真
っ
逆
さ
ま
に
床
面
に

落
ち
て
壊
れ
て
し
ま
っ
た
り
す

る
機
体
も
相
次
い
だ
。

　
激
戦
の
末
、
優
勝
に
輝
い
た

の
は
予
選
１
位
だ
っ
た
東
京
大

学
大
学
院
工
学
系
研
究
科
航
空

宇
宙
工
学
専
攻
チ
ー
ム
。
重
い

荷
物
を
抱
え
て
も
安
定
的
に
飛

べ
る
よ
う
機
体
に
炭
素
繊
維
を

使
っ
た
複
合
材
に
近
い
材
料
を

採
用
し
、
軽
量
化
し
た
。
ま
た

新
ル
ー
ル
に
合
わ
せ
て
自
動
操

縦
な
ど
に
も
果
敢
に
挑
戦
し
た

こ
と
が
功
を
奏
し
、
予
選
で
出

し
た
最
高
得
点
で
他
チ
ー
ム
の

追
随
を
振
り
切
っ
た
。

　
同
チ
ー
ム
に
は
今
年
初
め
て

参
加
す
る
メ
ン
バ
ー
も
多
か
っ

た
が
、
夏
休
み
返
上
で
設
計
や

飛
行
試
験
な
ど
に
没
頭
し
、
見

事
な
機
体
を
作
り
上
げ
た
。
リ

ー
ダ
ー
を
務
め
る
同
専
攻
１
年

の
木
村
寿
里
君
は
「
飛
行
エ
リ

ア
に
立
っ
た
時
は
緊
張
し
た

が
、
仲
間
で
作
り
上
げ
た
機
体

を
信
じ
て
い
た
。
チ
ー
ム
全
員

の
勝
利
」
と
喜
び
を
か
み
し
め

て
い
た
。

　
総
合
２
位
に
は
、
過
去
に
３

連
覇
を
果
た
し
た
経
験
も
あ
る

常
連
校
、
秋
田
工
業
高
等
専
門

学
校
の
「
Ｍ
―
Ｒ
ｅ
ｖ
ｏ
ｌ
ｕ

ｔ
ｉ
ｏ
ｎ
」
が
、
同
３
位
に
は

地
元
出
場
で
期
待
を
集
め
た
名

古
屋
大
学
大
学
院
工
学
研
究
科

航
空
宇
宙
工
学
専
攻
「
Ｎ
Ａ
Ｖ

Ｉ
Ｘ
α
」
が
選
ば
れ
た
。

　
ま
た
総
合
７
位

モ
ノ
づ
く

り
日
本
会
議
賞

に
は
北
九
州

工
業
高
等
専
門
学
校
機
械
工
学

科
の
「
飛
高
専
」
が
入
っ
た
。

数
少
な
い
飛
行
船
タ
イ
プ
の
機

体
で
、
樹
脂
成
形
で
自
作
し
た

二
つ
の
ロ
ー
タ
ー
を
そ
れ
ぞ
れ

傾
け
て
バ
ラ
ン
ス
を
取
る
。
ゆ

っ
く
り
と
進
む
た
め
、
お
手
玉

投
下
の
メ
ー
ン
・
ミ
ッ
シ
ョ
ン

で
高
得
点
を
稼
い
だ
。

■

□
　
学
生
ら
は
同
大
会
を
通
じ
、

航
空
機
の
設
計
や
製
造
へ
の
理

解
を
一
層
深
め
て
い
る
様
子
だ

っ
た
。
同
コ
ン
テ
ス
ト
実
行
委

員
長
の
鈴
木
真
二
東
京
大
学
大

学
院
工
学
系
研
究
科
航
空
宇
宙

工
学
専
攻
教
授
は
「
新
設
し
た

自
動
制
御

に
は
、
驚
く
こ

と
に
参
加

チ
ー
ム
の
３
分
の

１
ほ
ど
が
挑
戦
し
て
く
れ
た
。

無
事
に
ミ
ッ
シ
ョ
ン
成
功
し
た

チ
ー
ム
も
い
く
つ
か
あ
っ
た
。

こ
の
大
会
は
来
年
、
再
来
年
と

続
け
て
、
次
代
の
航
空
宇
宙
産

業
を
背
負
う
人
材
を
育
て
た

い
」
と
大
い
に
期
待
し
て
い

た
。

植物工場実用化のためのコスト低減と最近の動向
特
別
セ
ミ
ナ
ー

　
モ
ノ
づ
く
り
日
本
会
議
は
日
刊
工
業
新
聞
社
、
社
会
開
発
研
究
セ
ン
タ
ー
と
共
催
し
て
、

月

日
・
東
京
、

月
８
日
・
大
阪
の
２
回
、
セ
ミ
ナ
ー
「
植
物
工
場
実
用
化
の
た
め
の
コ
ス
ト
低

減
と
最
近
の
動
向
」
を
開
い
た
。
高
辻
正
基
社
会
開
発
研
究
セ
ン
タ
ー
理
事
ら
講
師
の
講
演
に
、

新
ビ
ジ
ネ
ス
の
可
能
性
を
探
る
来
場
者
が
熱
心
に
聞
き
入
っ
た
。

完全制御型植物工場のコストダウンと流通

社会開発研究センター理事同センター植物工場・農商工専門委員会委員長高辻正基氏
完全制御型ＬＥＤ植物工場の現状と採算性

完全制御型植物工場におけるイチゴ栽培の取り組みと課題社会開発研究センター共通ブランドの植物工場野菜について

植物工場開発取締役森康裕氏

日清紡ホールディングス新規事業開発本部新規事業開発室部長兼徳島事業所長真鍋忠利氏
　近い将来予想される食糧危機の
懸念などと、遊休施設の有効利用
といったこともあり、会社の成長
戦略として新規事業開発室でイチ
ゴ栽培に取り組んでいる。イチゴ
は一季成りのものが 月から５月
に出回り、夏場は米国・韓国産輸
入品に頼っている。一年中おいし
く食べられれば絶対売れるとの確
信があった。 年に徳島でパイ
ロットプラントを建設し６品種
株から試験栽培を始めた。品種
を決めて翌年から出荷、果実の硬
度が高く適度な酸度もあり洋菓子
用に好評だ。来年は藤枝事業所
（静岡）を増床、 年度以降は全

国各地で生産される。大量生産技
術の確立や品質・収量制御の確立
などによって、エンジニアリング
事業への進出も考えられる。これ
までにないタイプの事業だが、実
現するには今後試験研究費や労務
費の削減が必要になるだろう。

　植物工場は震災被災地などで注
目を集めたが現状では一般化され
ていない。カギはコストダウン、
味 流通量の確保 ブランド化の４
点であり、特にコストダウンは重
要だ。蛍光灯を光源とした場合の
完全制御型植物工場は品質にバラ
つきが少なく 無農薬 細菌数が極
少、無洗で長持ちするといった利
点がある。ただ蛍光灯はＬＥＤに
比べ安価で扱いやすいが、寿命が
短く赤色成分が少ないため、かな
り強い光を要する。また蛍光灯栽
培で夜を長く作るような極端な節
電を行った場合、味が良くないこ

とがある。コストと省エネのバラ
ンスを考えなければならない。照
明効率を高め、光強度を適切に保
ちながら十分な光で日長を長くし
一方で償却費や人件費をできるだ
け低く抑えなければならない。

社会開発研究センター植物工場・農商工専門委員会事務局長石原隆司氏

　ＬＥＤを栽培光源とする植物工
場の特徴は、まず照射光の波長制
御と光量調節が可能であること。
植物のさまざまな光応答反応を利
用して、将来は開花や結実時期の
調節、形態のコントロールなども
可能になると期待できる。また小
型軽量で低消費電力、熱放射が少
ないことも挙げられる。栽培植物
の高さに合わせた無駄のない近接
照明が可能で、スペースが有効利
用できる。照明熱も小さいため、
熱を取り去る空調電力代を大幅に
節約できる。
　今後はＬＥＤメーカーの協力も
得て栽培に最適な波長をもち低消
費電力のＬＥＤを開発する必要が

ある。既存のＬＥＤをそのまま使
用するのでなく、照射方向を制御
し熱や光の散乱が少ない薄型の照
明が良い。また湿度に強く放熱性
の高い素材でＬＥＤを製造する必
要があるだろう。

　市場での認知度向上とアピール
を目的に、植物工場野菜の共通ブ
ランド構築に着目している。社会
開発研究センターによるブランド
化の手法としては、生菌数、大腸
菌が陰性であること、無農薬栽培
といった基準を設定して、品質の
一定化と商品情報の共有化を図っ
ている。また共通のデザイン・マ
ーク、調理師専門学校や各地の調
理師協会といったユーザー側とも
連携して、告知・ＰＲを進めてい
る。今後はレシピ開発、料理教室
などのイベント開催も含め認知度
向上と普及を目指す。植物工場野
菜は無農薬、衛生、安定供給・安

定価格といった優位性を生かせ
ば、企業が運営するメリットがあ
る。また加工・調理工程の大幅な
低減と最終歩留まりを勘案すると
一概にコストが高いとは言えない
ので、実勢価格・価値を正確に把
握してアピールする必要もある。

照
明
効
率
高
め
る
△
省
電
力
型
を
追
求
量
産
技
術
確
立
へ
△
優
位
性
ア
ピ
ー
ル

（ ） 　　 ２０１２年 平成２４年 １１月２８日 水曜日 　　


